
9)小嶋祥三(1987):音声言語の起源へのアプ

ローチ.第8回日本霊長頬学会大会,霊長類

研究 3:148.

10)三上章允･長田任久 ･久保田競 ･三上文江

(1987):サルとヒトの運動知覚閑の比較.

第3回日本霊長類学会大会,･霊長類研究 3

:149.

ll)葉山杉夫･平林秀樹･日野原正 ･小嶋祥三

(1987):喉頭ファイバ-スコ-プによるニ

ホンザル･チンパンジーの声門の動態観察.

第3回日本霊長栴学会大会,霊長類研究 3:

160.

12)鎌田 勉･亀田和夫 ･小嶋祥三(1987):ニ

ホンザル聴皮質ニュ-ロンのクー音とその周

波数成分に対する応答.第67回北海道医学大

会 .

18)三上孝允(1987):仮現運動の心理物理学と

生物学.第51回日本心理学会大会,発表論文

#茎:19.

14)藤田和生･三上孝允･長田任久(1987):盟

長校の運動知覚閑(1) 1歳未満のサルの場合.

邦51回日本心理学会大会,発表論文集 :170.

15)三上革允･長田任久(1987):霊長斑の運動

知党閥(2) 2歳のニホンザルの場合.第51回

日本心理学会大会,発表論文集 :171.

16)長田任久･三上孝允(1987):歪長類の運動

知党閥(3)成人の場合.第51回日本心理学会

大会,発表論文集:172.

17)小嶋祥三(1987):ニホンザルのcoo音の弁

別.荊51回日本心理学会大会,発表論文集 :
428.

18)沢口俊之･松村道一･久保田競(1987):サ

ル前頭前野へのビククリンー側注入による遅

延反応の障害.第11回神経科学学術集会,予

稿舛 :87.

19)大石高生･三上章允･久保田競(1987):前

頭前野へのビククリン微量注入が学習行動に

及ぼす影響.第11回神経科学学術集会,予稿

主柱:87.

20)三上孝允(1987):上側頭溝における視覚情

報処理.第11回神経科学学術集会,予稿集 :

120.

21)藤田 忍･林 基治∴松村道-(1987):抗

ニューロフィジン モノクローナル抗体.第

11回神経科学学術集会,予稿集 :140.

22)小嶋祥三(1987):チンパンジーの母音の知

覚と正規化.第11回神経科学学術集会,予稿

集 :187.

23)松村道-(1987):4層構造を持つモデル神

経回路網の活動.第11回神経科学学術集会,

予稿集 :173.

心理研究部門

壷伏靖子 ･松沢哲郎･藤田和生 l)

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析 2)

室伏靖子 ･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)は.異なった背景や配置

で現れる3人の動画のだれがだれに近づいたかを.

語順によって.,〔主体名 ･近づく･客体名〕と表

現することができた｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形成

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･板倉昭二3)

チンパンジーの数の同定(マッチング)の学習

が,アラビア数字(1-7)およびタッピング(1

-5)を用いて進行し.形 .也.大きさが異なる
物の混合パタンに対して般化した｡

3)チンパンジーにおける刺激等価性の接待に

関する実験的分析一)

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生

ヒトの言語の重要な一側面である刺激等価性の

成立を規定する安国を,チンパンジーを被鹸体と

して分析した｡

4)チンパンジーにおける心的回転8)

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生

チンパンジーに回転した同じ図形を選ぶことを

訓練し,その反応潜時と回転角度の関係を分析す

ることから,彼らの ｢JCh的イメージ｣の操作能力

1)1987年4月から9月まで非常勤講師｡10月1

日付で助手に採用｡

2)浅野俊夫(愛知大･教養)との共同研究｡

3)大学院生｡

4)浅野俊夫･山本淳一(国立伊東温泉病院看誕

学校)との共同研究｡

5)浅野俊夫 ･山本浮-との共同研究｡

-16-



を吟味している｡

5)チンパンジーによる校合図形の｢梢成｣

松沢哲郎 ･藤田和生

チンパンジー(アイ)に,校合した蝕向学図形

を見せ,同じ図形をその要累図形から再偶成する

課題(柄成見本合わせ)をおこない,史料の解析

をした｡ヒトと同様に,報酬として食物を与えな

いでも行動が維持されることがわかった｡

6)詔長持乳幼児の行動比較6)

松沢哲郎

ヒト,チンパンジー,オランウータン,ニホン

ザルを主たる対象として,出生直後からの姿勢制

御と認知槻能の発達について種間比較をしている｡

7)野生チンパンジーの生態心理学的研究

松沢哲郎

西アフ1)カ･ギニアの野生チンパンジーの社会

的発遜(とくに母子間関係の変化)と,社会的知

舵(とくに道具使用行動)について,生億観察と

実験的分析をおこなった｡

8)ア-ミッシュの生態心理学的研究

松沢哲郎

アメリカ･ペンシルバニア州にすむア-ミッシ

ュ(アナバプティストに属するキリスト教徒)に

ついて,とくにその家庭と学校教育の調査をおこ

ない,資料の解析をした｡

9)詔長英削午おける種の認知の発達とその規定

因の検討

藤田和生

霊長類の種の認知の発達を,サルの写其の強化

刺激としての効力に基づいて調べ.同種個体ある

いは異種個体との接触経験がその発達に及ぼす効

果を吟味することにより,種の認知を規定する要

因について検討した｡

総 税

1)Murofushi,K.(1987):HistoriCal bases

2)松沢哲郎(1987):チンパンジーの生態学と

心理学-シカゴ科学院シンポジウムから-.

E3長柄の比較発道心班学11.発迅 29:87-
96.

3)松沢哲郎(1987):ア-ミッシュの学校.E!

長類の比較発遜心理学12.発遜80:97-108.

4)松沢哲郎(1987):アーミッシュのくらし.

詔長類の比較発遜心理学13.発迅81:82-92.
5)松沢哲郎(1987):チンパンジー･サラの知

恵.霊長類の比較発遜心理学14.発遜 82:
95-104.

6)松沢哲郎 (1987):音声 ･聴究メディアの進

化.言語 16(ll).'26-86.

7)松沢哲郎(1988):｢コミュニケーションの

進化｣に対するコメント.季刊入獄学 19(1)
:82-95.

論 文

1)Tobach,E.,Murofushi,K.,Beatty,∫.,

andTakal1aShi,J.(1987):Changesin

socialbehaviorofMacacafuscatayakui

inrelationtounfamiliarobjects.Bulle･

tinofthePsychonomicSociety25:106

-108.

2)松沢哲郎(1987):チンパンジーの研木つみ.

霊長類研究 3:9ト102.

3)Fu3ita,K.(1987):Speciesrecognition

byfivemaCaquemonkeys.Primates28
:353-366.

報告･その他

1)Matsuzawa,T.(1987):Spontaneousp?t･
ternconstructioninchimpanzees.Vi･

deotapesfrom thesymposiumI-Under･

standingchimpan2:eeS.H TheChicago

AcademyofSciences.

andcurrentstatusofcomparativepsy･

chologyinJapan.In:HistoricalPerspec･ 学会発案

liveandtheInternationalStatusofCom-

parativePsychology(ed.byE.Toゎa血
LawrenceErlbaumAssoc.,NewJersey).

193-201.

6)田中白人(京都大･教習),竹下秀子(滋空‡

LFl.<立短大･幼児教育)との共同研究｡
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1)室伏杓子 ･本吉良治 ･板fi昭二(1987):チ

ンパンジーによる数のタッピング.邦47回日

本動物心理学会大会,動物心理学年報 87:
59.

2)浅野俊夫･山本浮一 ･室伏杓子(1987):チ

ンパンジーにおけるメンタルローテーション.

荊51回日本心理学会大会,発袈論文弗 :280.



3)松沢哲郎(1987):ヒトとチンパンジーの認

知機能の発達検査.第3回日本霊長類学会大

会,霊長類研究 3:146.

4)松沢哲郎(1987):大型類人猿の言語能力.

荊41回日本人類学会 ･日本民族学会連合大会,

人奴学雑誌 96(2).

5)松沢哲郎(1987):霊長類の行動発達一比較

心理学的パースペクティブ-.第2回日本基

礎心理学会フォーラム.

6)藤田和生(1987):霊長類における接の認知

一発達とその規定因-.第3回日本霊長頬学

会大会,霊長類研究 3:147.

7)藤田和生 ･三上章允 ･長田佳久(1987):蛋

長奴の運動知覚閑(1) 1歳未満のサルの場合.

邦51回日本心理学会大会,発表論文集 :170.

社会研究部門

力強勺隆至･大沢秀行･鈴木 晃

研究柾賓

1)ザイール共和国コンゴ森林におけるピグミ

ーチンパンジーの社会学的研究のとりまと

め

加納隆至 ･五百部裕1)

1986年皮の現地調査をもとにして,ピグミーチ

ンパンジーの集団間関係,集団内個体問関係 (オ

ス臥 .メス胤 ワカメスと他個体間,母子間関係),

未成熟個体の社会行動,性行動の発達,造巣行動

等の観察資料の取りまとめがおこなわれ,一部は

刊行された｡

2)オランウータンの社会生態学的研究のまと

め

鈴木 晃

1983年からおこなっているインドネシア･東カ

リマンタン･クタイ国立公園でのオランウータン

の社会学的研究のまとめをおこなった(1987年海

外学術調査 代表者田川日出夫 ･鹿児島大教授)｡

8)志賀高原横湯川流域に生息するニホンザル

各群の社会学的資料の蓄積｡

鈴木 晃

上付越ニホンザル研究林及び横湯川流域に生息

するこホンザル各群の社会学的資料の蓄積をおこ

1)大学院生

なった｡

4)アフ.)カ地域乾煉サバンナにおける狭昇猿

類の野外研究

大沢秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園において

パタスザルおよびミド1)ザルの野外研究を1984年

より続けている｡1987年度は採食生態の研究を現

地でおこなった(生活史部門･中川尚史1))ほか,

社会変動の資料の分析をおこなった｡

5)父子判定に基づくニホンザルの繁殖戦略の

研究

大沢秀行 .光永総子2)

生化学研究部門で開発した父子判定の技術を利

用し,これまで不明であった雄の繁殖効率,およ

び繁殖戦略の研究を始めた｡1987年度は,詔長期

研究所の若桜放飼群を対象に,交尾期間中終日観

察により全ての交尾の記録を取るようにした｡交

尾行動の解析は引続いておこなっている｡

総 説

1)加納隆至(1987):未知の類人猿 :･ピグミー

チンパンジーの社会.創造の世界.64:44-69.

2)森 梅代 ･宮藤浩子(1987):詔長校のメス

の一生における育児行動および母子関係の変

遷に関する研究一人間の育児行動,母子関係

の系統発生を探る-.安田生命事業団研究助

成論文集 22(2):153-159.

論 文

1)KanO,T.(1987):Socialre酢11ationfor

individualcoexistenceinpygmychim-

pan2;eeS(Pani,aniscus).In:Dominance,
AggressionandWar,D.McGuiness(ed.).
ParagonHouse.pp.105-118.

2)KanO,T.(1987):Social organi2:ationof

thepygmychimpanzeeandthecommon

chimpanzees:similaritiesanddifferences.

In:Evolutionandcoadaptationinbiotic

communities,S.KAwanO,J.H.Connell

andT.Hidaka(eds.).Universityof

TokyoPress.pp.53164.

8)Kano,T.(1987):A populationstudy

ofaunitgroupofpygmychimpanzees

2)研修員
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